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1. はじめに

本稿では，2020 年 12 月 4 日にヤンマースタジア

ム長居（大阪）で開催された第 104 回日本陸上競技

選手権大会（長距離種目）において日本陸上競技連

盟科学委員会が実施した活動から，長距離疾走動作

のバイオメカニクス分析結果をレース前・後半の疾

走フォーム（stick picture），パフォーマンスパラ

メータ（走スピード，ストライド，ピッチ，支持時

間，非支持時間），および重心の上下動について報

告する．

2. 方法

2-1．対象者

5000m および 10000m に出場した男子選手ならび

に女子選手のうち，各種目の上位 3選手ずつを分析

対象とした．表1〜4に各種目の競技結果を示した．

2-2．撮影方法

撮影には 1 台のデジタルビデオカメラ（AX-700，

SONY 社製，撮影速度：毎秒 120 コマ，シャッター

スピード 1/1000 秒）をバックストレート外側に固

定し，選手の走動作を側方から撮影した．撮影範囲

は 145m-155m の 10m 区間とした．

2-3．分析方法

撮影した映像データは，ビデオ動作解析システム

（Flame-DIAS Ⅵ，DKH 社製）を用いて，身体分析点

23 点をディジタイズし 2 次元 DLT 法を用いて座標

値を算出した．分析地点は，男女ともに，5000m で

は 1950m と 3950m，10000m では 4150m と 8150m 地点

の各種目 2 地点ずつとした．なお，男子 10000m 出

場の伊藤選手，田村選手は 4550m と 8150m の 2 地点

を，女子 5000m 出場の萩谷選手は 2750m と 3950m の

2 地点を分析地点とした．また，分析区間は右足接

地から次の右足接地までの 1サイクルとした．

身体重心位置は算出した身体各部の座標値から，

阿江（1996）の身体部分慣性係数を用いて算出した．

ストライドは，1 サイクル中の水平方向の身体重心

表 1　男子 5000m 競技結果

表 2　男子 10000m 競技結果

表 3　女子 5000m 競技結果

表 4　女子 10000m 競技結果
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変位を 2 で割ることで算出した．ピッチは，1 サイ

クル中の映像データから，1 歩に要した時間の平均

値の逆数として算出した．そして，走スピードは，

ストライドとピッチの積によって算出した．本稿で

は，榎本ほか（2010）に倣い，1 サイクル中の支持

時間は，左右各足の接地から離地までに要した時間，

2 歩分の平均値として算出し，非支持時間は左右各

足の離地から接地までに要した時間，2 歩分の平均

値として算出した．また，身体重心の上下動は，右

足離地後の非支持期中の身体重心最高点から右足接

地後の支持期中の身体重心最下点を引くことで算出

した．

3. 結果

図 1〜 3は，男子 5000m の 3 選手の疾走フォーム

（stick picture），パフォーマンスパラメータおよ

び身体重心の上下動をそれぞれ示している．また，

図 4 〜 6 には，男子 10000m の 3 選手，図 7 〜 9 に

は，女子 5000m の 3 選手，そして，図 10 〜 12 には

女子 10000m の 3 選手に分けて同様のデータをそれ

ぞれ示している．
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図1　男子5000m 坂東選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ

図2　男子5000m 松枝選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ
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図3　男子5000m 吉居選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ

図4　男子10000m 相澤選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ
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図5　男子10000m 伊藤選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ

図6　男子10000m 田村選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ
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図7　女子5000m 田中選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ

図8　女子5000m 廣中選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ



－ 147 －

図9　女子5000m 萩谷選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ

図10　女子10000m 新谷選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ
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図11　女子10000m 一山選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ

図12　女子10000m 佐藤選手のstick pictureならびに各パフォーマンスパラメータ


